
                      
 

平 成 2 9 年 ３ 月 3 0 日 

国 土 政 策 局 総 合 計 画 課 

 

「ローカル版『知的対流拠点』づくりマニュアル」を公表します！ 

～地域資源を活かし、魅力ある「しごと」の創出・発展に向けた 

地域主体での稼げる地域づくりに関する手順～ 
 

全国の幅広い地域における地域主体の先行事例を収集するとともに、それらの事例から見出さ

れた有益なポイントを手順として整理した「ローカル版『知的対流拠点』づくりマニュアル」をと

りまとめましたので、お知らせします。 

 

１.背 景 

 国土交通省では、地域の魅力ある「しごと」の内発的な創出・発展に向けて、自治体や地域の

様々な主体が連携して知恵やアイデアを出し合い、実際の活動に昇華させていく場「知的対流拠

点」、及び各活動主体が新たな活動に価値を見出し、継続的な活動が行われる地域づくり「知的対

流拠点づくり」を進めています。 

本マニュアルは、平成 28 年度、国土審議会計画推進部会「稼げる国土専門委員会」（座長：東

京大学政策ビジョン研究センター長 坂田一郎）において、「国土形成計画（全国計画）（平成27

年８月 14 日閣議決定）」に掲げられた「地域イノベーションを創出する『知的対流拠点づくりの

推進』」に係る検討を行い、その成果としてとりまとめたものです。 

 

２.本マニュアルの特徴 

○全国から幅広く事例を収集（人口５万人未満の地域から30万人を超える地域まで） 

○地域資源を活用した様々な取組を収集（農産品や観光資源の活用、ものづくり集積・産地の 

活用、大学等による研究成果・技術の活用等） 

○事例ごとの具体的な取組のポイントを手順として整理 

 

３.その他 

本マニュアルは、当省ホームページに掲載しております。 

http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s104_kasegerukokudo01.html 

 

 

【国土審議会計画推進部会稼げる国土専門委員会事務局お問い合わせ先】 

国土交通省国土政策局総合計画課 佐藤、野原、菊地 

電話：03-5253-8111（内線 29-316、29-326）  

直通：03-5253-8358 FAX：03-5253-1570 

 



ローカル版「知的対流拠点」づくりのイメージ

①活動主体：

②コーディネート等を行う主体 ：

③活動空間(拠点的な施設)：

④活動を支える交通ネットワーク：イラストに示す

凡例 注）いずれも代表的なイメージ

研究成果・技術の活用

観光資源の活用

農産品等の活用

ものづくり集積・産地の活用

地域商社ものづくりと農産品等との連携

観光と農産品等との連携

域外人材

最先端研究
ベンチャー創出

産学連携による商品開発

出資、融資
マッチング（企業間や大学と企業など）
企業の経営支援

食材の機能性分析など

ベンチャー企業

金融機関

地元企業

自治体、三セクなど

活動主体の巻き込み、繋がりのコーディネート など

自治体、三セクなど

自治体、三セクなど

自治体、三セクなど

域外専門家

農家

農産品の生産性向上の技術
支援 など

全国会員

商品開発モニター など

販売商品の原材料供給 など

地元企業

食品加工など

農家

観光事業への協働、観光
商品開発に参画など

まちづくり会社

域外研究者等のための滞在型
宿泊施設、子育て支援施設等
整備

研究成果の事業化 など

国内外の研究者等

域外人材

旅行商品化、プロ
モーション など

斬新なアイディア・デザイ
ン、技術ニーズ など

地元の案内など

地域住民
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大学・研究機関
研究者

地域交流施設

商品開発、販売、販路開拓 など

道の駅

産業支援センター
伝統工芸館 など

共同研究 まちづくりも
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観光と国際会議等との連携

地域資源を核にして多様な関係者を繋ぎ、交通ネットワークも活かして、様々な知恵・アイディアを対流させる活動空間を形成

これにより、活動主体の各々が、地域資源を活かした新たな活動に価値を見出し、継続的な活動が行われる地域づくり


